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一 般 質 問 要 綱 

平成 23 年第 2回 3月定例会 
通告順 議席番号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 

１ ７ 渡 部 信 夫 １ 空き家対策につい

て 

(1) 空き家の実態をどのように把握してい

るか伺います。 

 ア 居住可否の実態は把握していますか。 

 イ 所有者が市外居住者である実態は把 

  握していますか。 

 ウ 相続が不明な空き家はありますか。 

(2) 固定資産税の徴収について伺います。 

 ア 居住家屋と比較した場合の納付の実 

態を把握していますか。 

 イ 徴収に問題は生じていませんか。 

(3) 居住可能な空き家を利用した定住促進

政策について伺います。 

(4) 居住不能な空き家の対策について伺い

ます。 

２ 農業委員会が示し

た「平成 23 年賃借料

情報並びに農作業料

金基準額表」につい

て 

(1) 賃借料情報について伺います。 

 ア 算出方法について伺います。 

 イ 著しく低額あるいは高額で除外した 

  例はありますか。その理由は何ですか。 

 ウ 昨年の米価下落が反映されていない 

  と思いますが補足情報を提供すべきで 

  ないですか。 

(2) 農作業料金基準額について伺います。 

 ア 昨年と変化がないようだが、どのよう 

  な検討がなされましたか。 

 イ より詳細な基準額の提供ができない 

  か伺います。例えば、湿田刈取りの加算 

額、田植え同時防除の加算額、石抜き精 

米や色彩選別精米など 

３ 市有集会施設の譲

渡について 

(1) 譲渡における基本的原則について伺い

ます。 

 ア 費用負担の不均衡を早期に是正でき 

  る原則を示して下さい。 

 イ 修繕や舗装の条件協議は新たな不均 

  衡が生じると思われるが、どのように進 

めますか。 

(2) 譲渡が困難な場合について伺います。 

 ア いわゆる限界集落等において譲渡が 

困難と思われる施設はありますか。 

 施設利用世帯数や高齢化率などを考 

慮し、特例を設ける考えはありますか。 

 イ 譲渡の協議が不調な場合を想定して 

  いますか。どのような扱いになります 

か。 
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平成 23 年第 2回 3月定例会 
通告順 議席番号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 

２ ８ 遠 藤 金 美 １ 今冬の豪雪につい

て 

産業・市民生活への影響の課題、問題点に

ついて、今後の対応、対策を伺いたい。 

２ 都市間交流につい

て 

国内外他市との交流をどのように進める

のか伺いたい。 

３ 教育行政について (1) これからの道徳教育の進め方について

伺いたい。 

(2) 実業高校に対する市の考え、支援につい

て伺いたい。 

３ ３ 田 部 輝 雄 １ 会津喜多方中核工

業団地造成事業の善

後策について 

(1) 今回の当初予算にようやく具体的な善

後策が示されました。断念してから今回の

提案に至るまでの経過については、過日の

全員協議会資料で示されましたが、抽象的

な内容であり再度伺います。 

(2) 現在の地下水を継続して利用する事に

なりますが、修繕後の維持管理に対する市

の考えについて伺います。 

(3) 土地改良区や関係団体との整理も済ん

で、今回の当初予算に提案されています

が、これまでの議論のポイントはどのよう

な内容であったのか伺います。 

２ 雇用対策について (1) 昨年の４月に開設した「雇用相談センタ

ー」の実績についてですが、開設して４ヶ

月の８月末現在の利用が 235 件でありま

した。その内実際就職に付いたのが 48 名

でした。それでは、それ以降今年の２月末

現在の利用者数と就職出来た人数は何名

か伺います。 

(2) 今年の高卒就職率はその後どのように

なっていますか。まだ決まらない高卒者に

対しては、昨年と同様に緊急雇用として支

援していくのか伺います。 

(3) 農林業振興と雇用対策について、市は総

合計画の中で、「本市の基幹産業である農

林業の振興を図っていく事は極めて重要

である。」として、グリーン・ツーリズム

の推進をはじめ、林業の振興などについて

取り組んできた訳ですが、今年度の取り組

みの中で実際雇用創出につながった具体

的な事例は何か伺います。 

(4) 資料によると、この間トップセールスや

企業訪問を精力的にされているようであ

りますが、全市的に見てどのような雇用状

況になっているか分析されましたか。その

中からどのような雇用対策が必要なのか

を検討されましたか伺います。 
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平成 23 年第 2回 3月定例会 
通告順 議席番号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 

   ３ 地域公共交通の取

り組みについて 

(1) この４月から試行運転に入る予約型公

共交通「デマンド交通」の概要について伺

います。 

(2) 試行運転以降、今後のスケジュールはど

のようになるのか伺います。 

(3) 過日、連合福島耶麻喜多方地区連合会等

より市に提出された緊急要請書の内容に

ついて、市はどのような対策を講じられた

のか伺います。また、その内容に対する市

の見解を伺います。 

４ ２５ 佐 原 正 秀 １ 民俗芸能の継承を

どう進めるかについ

て 

(1) 本市の民俗芸能の実態はどのようにな

っておるのか。 

(2) 本市の民俗芸能の継承あるいは文化財

に対する助成策はどのように取組んでお

るのか。 

(3) 地域の伝統文化を指導する授業を小中

学校の総合学習の時間に取り入れるよう

な体制づくりは 

(4) 保存団体が意見交換し、専門家による指

導を受ける体制、助言を受ける場の設置は

どう進めるか。 

(5) 民俗芸能の継承に力を入れなければ、若

者の地域社会のつながりが希薄化するこ

とにつながるが、これらに対する対応をど

う図るのか。 

２ 災害時の福祉避難

所指定について 

災害時の福祉避難所運営などについては、

1997年に制度ができてから10数年以上が経

過しても自治体への周知の徹底が図られな

いのが現状であるが、万一に備える体制が重

要であり、本市における福祉避難所指定の現

状はどのようになるのか。 

３ 行財政改革の在り

方について 

(1) 市民とともに歩む行政の姿とはどのよ

うなものがあるか。 

(2) 行政評価制度における市民との協働評

価をどのように考えるか。 

(3) 協働評価（事業仕分け）の方法、目的は

どうされたか。 

(4) 新年度の行財政改革はどのようなもの

があるか。 

(5) 行政の役割の変化と市民の力（市民のニ

ーズが多様化する中での公共サービス）に

ついてどう取組まれたか。 

(6) 行財政改革の課題と目標は何か。 

４ 食品産業農場の誘

致活動について 

 食品産業農場の誘致活動は本市の耕作放 

棄地解消や雇用の創出、あるいは後継者育成 
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平成 23 年第 2回 3月定例会 
通告順 議席番号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 

    にもつながるので対策を図るべきと思うが

どうか。 

５ １２ 長 澤 勝 幸 １ 入札問題について (1) 入札制度等監視委員会について 

(2) 総合評価落札方式について 

２ 除雪対策について (1) 本年度の対応について 

(2) 地域・各団体との連携協力について 

(3) 高齢者世帯対策の充実について 

６ ２２ 齋 藤 仁 一 １ 地域共同体再生に

ついて 

(1) 水源の里再生に向けた取り組みの現状

と成果、その課題と今後の具体的な取り組

みについて、伺いたい。 

(2) 市内全地域での地域共同体再生が急務

であると考えるが、この事について、市は

どのような認識を持っているのか、また、

この課題に対してどのように取り組んで

いく考えか、伺いたい。 

２ 農業の担い手対策

について 

(1) 地域農業の担い手確保と育成は、雇用の

場確保にもつながると考える。市はどのよ

うに対応する考えか、伺いたい。 

(2) 新規就農者等担い手にとっても農産物

の販売をどうするかは、最大の課題であ

る。市として農産物の販売に対してどう対

応するのか、伺いたい。 

３ 光ファイバ網整備

後の活用について 

今年度事業の一つとして光ファイバ網整

備事業を実施しているが、この光ファイバを

活用した事業、具体的には、住民の保健・福

祉での在宅福祉や健康管理システム等、住民

生活の安全安心での防災システム等、さらに

は買い物難民対策等考えられるが、市として

具体的な活用について検討する考えはある

か、伺いたい。 

４ 病んでいる方々へ

の対策について 

(1) 働きの場のない若者等が引きこもりに

なっている現状があるが、市はこれらの現

状をどう把握しているのか、また市は具体

的にどう対応しているのか伺いたい。 

(2) 精神的に病んでいる方々への対策はど

のようになっているのか、伺いたい。 

５ 除雪対策について (1) 今年度の高齢者等除雪支援事業の実施

状況はどのようになったのか、伺いたい。 

(2) この事業に対して、使い勝手を良くする

ことも含めて見直しを図るべきと考える

が、伺いたい。 

(3) 県は、除雪機械購入等への補助事業を創

設したが、市としてどう対応したのか、伺

いたい。 

７ １８ 五十嵐吉也 １ 豪雪対策の取り組 市民生活に支障を及ぼす豪雪に対処する 
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平成 23 年第 2回 3月定例会 
通告順 議席番号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 

   みについて ため、豪雪対策マニュアルの整備を図られ、

市民生活の確保に努められているのかお伺

いします。 

２ 市民のための市政

について 

(1) 市民の意見やニーズをいかに把握され

ておられるか。 

(2) 三ヵ年実施計画に基づき市民生活を重

視した主要事項で前倒し、又は先送りした

取り組みは 

(3) 会津北部の中核都市として発展してい

くための施策は 

(4) 行財政改革を進めるにあたり直面して

いる課題と公約されている事項の取り組

みは 

  このことについてお伺いします。 

３ 生活福祉資金の貸

し付けについて 

 利用状況についてお伺いします。 

(1) 利用者数、利用額は増えているのか。 

(2) 回収が困難なケースは生じているのか。 

４ 青少年の支援体制

について 

県は支援体制を整えるため、県内のハロー

ワークや市町村教育委員会、福祉事務所に参

加を呼びかけるとのことでありますが支援

体制の取り組みについてお伺いします。 

８ ４ 渡 部 一 樹 １ 市長の政治姿勢に

ついて 

(1) 山口市長が就任されて１年が経過した。

本市の将来像と政策的課題について伺い

たい。 

(2) 新重点推進事業について市長の考え方

を伺いたい。 

２ 人事評価システム

について 

人事評価システム導入の進ちょく状況に

ついて伺いたい。 

３ 子育て支援につい

て 

(1) 昨年 12 月に会津坂下町において幼稚園

の保育料を無料化にすることが決まった。

本市においても導入する考えはないか伺

いたい。 

(2) ３人以上の子どものいる世帯を支援す

る「３人っ子政策」について検討してみて

はどうか。当局の見解を伺いたい。 

４ 人口減少対策につ

いて 

(1) 人口減少の要因は何か、当局の見解を伺

いたい。 

(2) 平成 23 年度当初予算における人口増加

に資する事業は何か伺いたい。 

９ ２７ 物 江 和 一 １ 市町村合併の検証

と課題解決について 

 地方分権の推進、少子・高齢化の進展、広 

域的な行政需要の増大、行財政の効率化等を 

合併効果として定め、一市二町二村が合併し 

て満５年が経過した。しかし、市民からは「合 

併しても何も良いところがない」との声が多 

くあがっている。サービスは高い方に、負担 
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平成 23 年第 2回 3月定例会 
通告順 議席番号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 

    は低い方にの基本的な姿勢も崩れ、スケール

メリットも判然として見えてこない。「合併

はゴールではなく、新しいまちづくりのスタ

ート」ともいわれ、合併効果が生まれるのは

これからだとの見方もあるが、市民にとって

は遠い将来より明日の生活が大切なことも

理解しなければならない。この５年間を振り

返り、しっかりと検証を行い、課題があると

すれば、解決のために全力を傾注すべきと考

える。市長としてこの一年間市政を担ってこ

られたが、その立場から合併について、いか

なる所感をお持ちなのかも含めて以下の点

について伺う。 

(1) 合併効果があったと思われる点は何か。 

(2) 合併によって市民サービスが低下した

ものは何か。 

(3) 事務事業の統一によって市民負担が増

加したものは何か。 

(4) 合併によって県より権限移譲されたも

のは何か。また、その効果は 

(5) より大切な一体感の醸成を進める方策

は何か。 

(6) 残された課題は何か。その解決のための

施策は何か。 

(7) 検証した効果や課題について分り易く

書面にまとめ、市民に周知し、理解と協力

を求める必要があると思うが、いかがか。 

２ 組織機構改革と総

合支所の位置付けに

ついて 

(1) 新年度から新たな組織機構を構築する

とのことだが、その目的と具体的な姿がど

うなるのか、伺いたい。 

(2) 市長公約に「総合支所の機能充実」を掲

げているが、新年度からの総合支所の役割

と具体的な機能充実をどう図るのか、伺い

たい。 

(3) 総合支所機能の充実策として人員の確

保と決裁権限の拡大が必要と思われる。そ

の場合、支所課長も級別職務分類表にある

本庁課長と同格の６級職とすべきでない

か、伺いたい。 

(4) 現在、本庁舎建設を検討しているが、規

模、機能等は支所の役割やあるべき姿と関

連して考慮すべきである。本庁と支所を合

わせた全体構想は 

(5) 本市の一体的な発展や災害時の危険分

散を考慮するなら分庁舎方式も考えられ 
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通告順 議席番号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 

    るが、検討の経過はあるのか、伺いたい。 

３ ふるさと納税の受

入れと事業実績につ

いて 

平成 20 年７月から導入された、ふるさと

納税は財源の確保と喜多方市出身者の故郷

の発展に寄与したいという願いが実現でき

る素晴らしい政策と思われる。以下の点につ

いて伺いたい。 

(1) 年度別の受入れ実績は 

(2) いかなる事業に活用されてきたのか。 

(3) 協力者に対する市の対応は 

(4) 今後、支援要請を拡大するための啓蒙方

策は 

１０ ９ 佐 藤 吉 孝 １ 予防接種（子宮頸

がん）の今後の見通

しについて 

(1) 子宮頸がんの予防接種が個人負担１割

で平成 22 年度より始まった訳であるが、

負担の金額及び割合、接種の対象者及び方

法はどのようになっているのか。 

(2) この予防接種は、およそ 10 年間は効果

があり、７割の人に効果があるという説が

あるが、市当局としてはどのような認識を

持っているのか伺います。 

(3) この予防接種は、今後定期接種になるだ

ろうといわれているが、定期接種との違い

及び定期接種の仕組みについて伺います。 

２ ボランティアポイ

ントについて 

介護保険の財源を使った地域支援事業と

して介護支援ボランティア活動を通じて社

会参加あるいは地域貢献を行った場合にメ

リットを付与する取り組みを実施する自治

体が増えてきていると聞きます。 

また国では、平成 22 年度の補正予算にお

いて「地域支え合い体制づくり事業」を作り、

ボランティアポイントの制度化を支援して

いくそうですが、市当局としてはボランティ

アポイントに対してどのような認識を持っ

ているのか伺います。 

(1) この制度を導入した場合、メリット、デ

メリットは、どのようなものがあるのか。 

(2) この制度は、各自治体の創意工夫が必要

とされているようでありますが、今後この

制度の導入に対して検討または研究する

考えはありますか。 

１１ １ 小 林 時 夫 １ 除雪問題について (1) 今後の豪雪による除雪について 

(2) 歩道除雪について 

２ 高齢者世帯等除雪

支援事業について 

(1) 今回の除雪支援の実態について 

(2) 除雪支援事業の見直しについて 

３ 工事成績評定制度

について 

(1) これまでの検討結果について 

(2) 制度導入について 
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平成 23 年第 2回 3月定例会 
通告順 議席番号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 

   ４ 工事検査課につい

て 

(1) これまでの検討結果について 

(2) 工事検査課の設置について 

１２ １０ 渡 部 孝 雄 １ 市長の政治姿勢及

び施政方針について 

(1) 財政規律について 

５年間の「一般会計及び全会計の合計にお

いて市債バランスが保たれる」から、「一般

会計を含めた全会計においてバランスが保

てればよい」とするのは、財政規律の変更で

ある。実質公債費比率の計算式とは別の問題

である。毎議会主張してきたところである

が、一般会計において償還額以上に借り入れ

はしない、補助金は期限を設ける、成り行き

や基準・計画のない支出はしないという従前

の規律の堅持を求め、見解を伺う。 

(2) 都市計画について 

ア 都市マスタープランを 23 年度には策 

定する予定となっているが、喜多方市の

全体像及び均衡ある発展を現実のもの

とするための各地域の道路、公園等の整

備方針を伺う。 

イ 本庁、支所庁舎等合併特例債を活用し 

た新市建設計画を具体化する建設事業 

が数多く計画されている。喜多方市全 

体、各地域の特性や人の流れを考えた、

将来世代に残すのにふさわしい都市計

画、地域計画を図面化して、無駄のない

投資をすべきである。また、駅、商店街、

公共施設との連結道路や駐車、イベント

空間などを図面に配置する作業に市民

ができる限り多く関わることができる

仕組みが必要である。従来の諮問会議、

パブリック・コメントではなく公開で開

催される自治基本条例タイプの市民会

議、公聴会の開催を求めるとともに、今

後の地域計画や個別建設事業における

市民意思の反映について、その考え方、

方法を伺う。 

(3) 福祉政策について 

ア 介護施設入所の待機者については、受

けられるサービスが受けられない状態

にある。これは不公平な状態であり、自

宅において介護に当たっている家族の

負担を考えた場合、何らかの応分な支援

が必要と考える。そこで、自宅介護を支

援する、介護応援費の支給を提案する

が、当局の見解を求める。 
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    イ 集落集会所を高齢者が集う、生きがい

づくりや見守りの場所と位置づけ、その

運営を支援する制度が「ふれあいいきい

きサロン」の名称で社会福祉協議会にお

いて推進され、市はこれを補助金の形で

支援している。地域住民の多くの願いと

も合致する高齢化社会に対応した素晴

らしい取組みであることから、全市への

拡大推進を求める。尚、社会福祉協議会

への支援は、人・物・お金など資源全般

にわたるものとして市側からの積極的

な委託の形をとるよう希望するが、当局

の見解を求める。 

(4) 産業政策について 

公共投資においては、予定された品質が確

保され、なおかつ安価であることが求められ

るが、経済的な波及効果が最も大きい発注、

調達の方法を選択することも重要である。波

及効果の最も高い、分離・分割発注の推進を

求める。 

(5) 情報公開について 

ア 先の議会において要綱の見直し、条例 

化について質問をしたが、その後の対応

について伺う。 

イ 要綱行政と申請主義の弊害により、サ

ービスの受給において不公平が生じて

いる。知っている市民と知らない市民、

申請できる市民と申請がさまざまな理

由からできない人では、サービスを受給

できる、できないという不公平が生じて

いる。 

これを解消するための一歩として、要

綱を公開すべきと考える。職員について

はすべての要綱を検索できること。市民

については少なくとも補助要綱などの

サービスについて誰でも知ることがで

きる状態とすべきと考えるが、当局の見

解を求める。 

 ウ 必要とする全ての市民、地域及び団体

に利用していただくために、制度目的の

最大化という視点を持った行政運営を

求めるが、見解は如何か。 

(6) 地区集会施設の無償譲渡について 

 ア 無償譲渡を妥当とする根拠は何か。 

 イ 集会施設の公共性をどのように位置 
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      づけているか。 

 ウ 地区所有集会所の維持管理や建替費

用は、地区の大きな負担となっている。

市全体の地区集会所が地域の拠点とな

る施設として存続できる支援内容とす

るのが譲渡の前にやるべきことではな

いか。 

１３ ６ 冨 田 幸 雄 １ 平成 23 年度当初

予算について 

新重点新規・拡充事業について 

(1) 全国ボート場所在市町村協議会首長会

議開催地負担金について 

(2) 全日本マスターズレガッタ開催地負担

金について 

(3) 放課後児童クラブ事業の拡大について 

(4) 出会い創出推進事業について 

(5) 中小企業経営改善推進事業について 

(6) 農林産物等ブランド力強化支援事業に

ついて 

(7) 地域生活支援事業について 

(8) きたかた大使経費について 

(9) ＧＩＳ（地理情報システム）整備事業に

ついて 

２ 学校教育について 子どもたちの「生きる力」をより一層はぐ

くむことを目指し、変化の激しい社会を生き

るために、確かな学力（知）、豊かな人間性

（徳）、健康・体力（体）をバランスよく育

てることが大切であると考えております。 

新年度における本市の子どもたちが取り

組むべき、知・徳・体をどのように指導し、

はぐくんでいくのかお伺い致します。 

(1) 更に充実していく取組みについて 

(2) 新たに推進していく取組みについて 

(3) 男女の性差を考えた道徳教育について 

(4) 年齢的に見た道徳教育について 

１４ ２９ 山 口 和 男 １ 都市計画道路につ

いて 

(1) １-４号線 外環状道路の整備について 

旧喜多方市の道路網については南北をつ

なぐ道路に比較して東西の路線の整備が遅

れている。標記の路線は国道 121 号線と縦貫

道路の接続地点まで整備をすれば将来の経

済効果は計り知れない。その事を見込んで今

回調査費を計上した点は大いに評価できる。

完成までの予算計上を進める決意を伺う。 

２ 特別職報酬等審議

会の答申について 

(1) 条例違反ではないか。 

(2) 議会の決定（特別委員会の報告、議長の 

 付言）をどう理解したか。 

(3) 答申をどう理解したか。 
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    (4) 説明資料と審議委員の質疑に対する答

弁が不適切でないか。 

１５ ２ 坂 内 鉄 次 １ 道路行政について (1) 県「道づくりプラン」について 

(2) 道路整備評価制度について 

(3) みんなの道づくり事業について 

(4) 旧 121 号線の維持管理について 

２ 上水道等未普及地

区の飲料水の確保に

ついて 

(1) 飲料水の安全性について 

(2) 入田付地区の上水道建設について 

１６ １３ 渡 部 勇 一 １ 新本庁舎建設につ

いて 

(1) 建設目的は何か。 

(2) 街づくり（都市計画）との関連は何か。 

２ 雇用対策について (1) 緊急雇用対策の成果は何か。 

(2) 雇用対策に求められるものは何か。 

３ 経済及び雇用の活

性化について 

(1) 起業の効果について 

(2) 起業助成制度について 

 


